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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

合計 5.00 77,052 75,750 71,519

29,971

子ども・若者支援地域協議会の運営、困難を有する子ども・若者の
社会的自立支援事業、子どもの個性を伸ばす教育研究モデル事
業

3.60 44,627 42,252 41,548

チャイルドライン推進協議会への補助、青少年問題協議会の開
催、将来世代応援県民会議への補助（青少年サポーター設置事
業、子どもの性被害予防のための取組支援事業、青少年インター
ネット適正利用推進協議会事業など、子どもの性被害予防関係事
業を含む）

1.40 32,425 33,498青少年の健全育成事業

困難を有する子ども・若者支援事業

30年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No 30年度　実施内容

職員数 29年度
細事業名

予算要求からの主な変更点 ・青少年の健全育成事業の内、長野県将来世代応援県民会議への補助金について、事業内容を見直し減額。

111,089

成果指標
設定理由

①「チャイルドライン」の活動を支援することにより、悩みを抱えている子どもたちが気軽に相談できる機会を提供する
②子ども・若者支援地域協議会の運営を通して、ニートやひきこもり等の困難を抱える子ども・若者（要支援者）に対する、関係機関の効果的
な連携による支援を推進する
③要支援者に対して出口戦略を持って専門的に対応する民間団体を支援することにより、子ども・若者の社会的自立を目指す

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 41,944 41,944 39,570 39,570

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 28年度 29年度 30要求 30予算案 指標及びその達成状況

75,750 71,519

 決　　算　　額（B） 74,669

概　算
人　件

費

 職員数（人） 5.30 5.30

 概算事業費（B（A）+C） 116,613 118,996 115,320

5.00 5.00

　その他 761 3,532 0 1,757
3

助成団体における要支援者の
自立の割合（％）

35 35 現況以上

　県　債
2

子ども・若者支援地域協議会
における要支援者の支援完了
及び継続者の割合（％）

81 81 現況以上

1 チャイルドライン電話受付件数 14,126 14,200 現況以上

Aの
財源

　一般財源 84,439 73,520 75,750 69,762

　国庫支出金

予
算
額 補正予算 7,152

合計（A) 85,200 77,052

目指す姿
長野県の全ての子ども・若者が健やかに育つことができ、また支援を必要とする子ども・若者を支えることができることを目指す。

（主な実施内容：チャイルドライン推進協議会への補助、青少年問題協議会の開催、子ども・若者支援地域協議会の運営、子どもの個性を伸
ばす教育研究モデル事業、将来世代応援県民会議への補助など）

当初予算 78,048 77,052 75,750 71,519 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 28年度末

29年度末
（見込）

30年度前年度繰越

部局 県民文化部

5-5 子ども・若者が夢を持てる社会づくり

課・室 次世代サポート課

実施期間 S28 E-mail

事業番号 04 06 02 事業改善シート （30年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

子ども・若者を取り巻く環境は近年急激に変化し、子どもの性被害やいじめなどインターネット・スマート
フォンに起因する青少年に関する様々な問題の発生や、ニートやひきこもりの若者の増加、また不登校、
発達障がいなど、子ども・若者に関する問題が深刻化してきている。

30年度予算額 71,519 千円

職員数 5.00 人

jisedai@pref.nagano.lg.jp
総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 子ども・若者育成支援事業

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善

mailto:jisedai@pref.nagano.lg.jp

